
不正行為がないように
待合室で待機

尿が出せると感じたら
検査作業室へ
採尿カップの選択

サンプルキットより
A・Bボトルを取り出す

A：残り全部
（ボトルの表示ライン以上）

B：30

サンプルボトル（B・A）へ
尿を分注し、蓋を密閉
（選手自身が行う）

比重（1.005↑）測定
（オフィサーが行う）

A・Bボトルを箱に納める

直前の7日間に使用した
薬剤・サプリメントを申告
（自分で記入してもよい）

公正にサンプル作業が
行われたことを確認
選手・同伴者・大会医事
代表・競技団体代表・
オフィサーのサイン

サンプルキットを検体運搬
バックに納め封印、
分析機関へ郵送

分析機関では輸送中
不正のなかったことを
確認の上で受領

同性のオフィサーの
確認の下で採尿

サンプルキット
（ナンバー入り）の選択

DC通告書とDC公式記録書の
選手控を受取り終了

分 析
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2015

ドーピング・コントロール（DC）の手順

※表中の「国体」の数字は冬季大会を含み、「岡山」の数字は、内数

国民体育大会におけるドーピング検査実施数

公益財団法人岡山県体育協会
公益財団法人日本体育協会

ドーピング
しない・させない

岡山県

ドーピング
しない・させない

岡山県

岡山県マスコット　ももっち

2003～2005年

国体
114
41
155

岡山
1
1
2

第58回～
第60回

2006年

国体
88
61
149

岡山
2
1
3

第61回
〈兵庫〉

2007年

国体
110
50
160

岡山
2
1
3

第62回
〈秋田〉

国体
1514
418
1932

岡山
24
14
38

計
（58～69回）

競技会検査
競技会外検査

計

競 技 会 水泳（競泳）

フェンシング

体操（競技）
ハンドボール

ライフル射撃
水泳（競泳）

陸上、馬術
空手道

カヌー ソフトボール

2008年

国体
140
76
216

岡山
3
4
7

第63回
〈大分〉

体操、陸上、剣道、卓球

岡山県選手の
受検者内訳
成年選手＝24人
少年選手＝14人競技会外

体操、ボクシング
バレーボール

2009年

国体
176
50
226

岡山
3
1
4

第64回
〈新潟〉

体操

テニス、体操
レスリング

ウエイト、陸上
ソフトボール

2010年

国体
160
68
228

岡山
3
2
5

第65回
〈千葉〉

体操、自転車

ボート
ウェイトリフティング

2011年

国体
142
22
164

岡山
2
1
3

第66回
〈山口〉

ソフトテニス

スケート

2012年

国体
173
50
223

岡山
1
3
4

第67回
〈岐阜〉

卓球、カヌー、ボート

剣道、山岳

2013年

国体
214
0
214

岡山
2
0
2

第68回
〈東京〉

検査実施無

2014年

国体
197
0
197

岡山
5
0
5

第69回
〈長崎〉

検査実施無

岡
山
県
選
手

※未成年は成人の
　立ち会いが必要

ドーピング検査室で
選手・同伴者の受付

・ 通告後できるだけ早く
・ 身分証明書、DC通告書で確認
・ DC公式記録書作成

スポーツ振興くじ助成事業

選手へドーピング検査を
行うことの通告
選手の承諾・サイン



スポーツ選手の栄光は、フェアーな競技、公正な記録に基
づきます。禁止薬物の使用により、死亡例や肝臓障害など
の健康被害も報告されています。社会における薬物汚染を
防ぐ意味でも、スポーツ選手の果たす役割は大きいといえ
ます。「ドーピングしない･させない岡山県｣を合言葉に、
キラリ輝きましょう。

※岡山県の国体代表候補選手に対する平成26年度の調査
ではドーピングを「絶対許せない」とする選手が88％とな
り、アンチドーピング活動開始時の平成15年度の56％と
比べて大きく向上し、過去最高となりました。

ドーピングへの意識

●使うことができる薬リスト●（使うことができる薬の一部を示しています）

＊バイエルアスピリン
＊バファリンA
＊イブ
＊タイレノールA
＊ロキソニンS
＊アスピリン
＊バファリン
＊アセトアミノフェン
＊カロナール
＊ボルタレン
＊ポンタール
＊ロキソニン

＊イソジンうがい薬
＊パブロンうがい薬 AZ
＊浅田飴のどクールスプレー
＊エスエスブロントローチ＜クール＞
＊イソジンガーグル
＊アズノール・ガーグル
＊ＳＰトローチ明治

１７． うがい

【感染症】
＊抗菌アイリスα
＊ロート抗菌目薬EX
＊クラビット点眼液
【ビタミン類・つかれ目】
＊サンテ４０ハイ
＊サンコバ点眼液
＊フラビタン
【人口涙液・ドライアイ】
＊NewマイティアCL
＊スマイルコンタクト
＊ヒアレイン
＊人工涙液マイティア
＊ソフトサンティア
【洗眼薬】
＊アイボンW
【花粉症・アレルギー】
＊ザジテンAL点眼液
＊アレギサール点眼液
＊リザベン点眼液
＊リボスチン点眼液

１６． 目薬

＊トリキュラー２１・２８
＊アンジュ２１・２８

１９． 経口避妊薬

＊マスチゲン-Ｓ錠
＊フェロミア
＊フェロ・グラデュメット

２０． 鉄欠乏性貧血

＊ジスロマック
＊サワシリン
＊メイアクト
＊バナン
＊ミノマイシン
＊クラリス
＊クラビット
＊イトリゾール
＊ゾビラックス
＊リレンザ
＊タミフル

１８． 抗菌剤・抗生物質など

６． 胃炎・胃潰瘍
＊新センロック錠
＊アバロンS
＊ガスター１０
＊アルサルミン
＊タガメット
＊ザンタック
＊ガスター
＊オメプラール
＊セルベックス

１１． 感冒
＊新エスタック１２
＊新エスタック「Ｗ」

１． 熱、痛み

＊ストナ去たんカプセル
＊新ブロン液エース
＊エスエスブロン「カリュー」
＊アストミン
＊リン酸コデイン
＊メジコン
＊ムコダイン

＊エアーサロンパスEX
＊サロンパスAe
＊バンテリンコーワ
＊ミオナール
＊リンラキサー

４． せき・たん

＊アレグラFX
＊アレルギール錠
＊レスタミンコーワ糖衣錠
＊ポララミン
＊ニポラジン
＊ジルテック
＊アレロック

５． じんましん・アレルギー

２． 筋肉のいたみ・こわばり

＊エンピーナス・P

３． 腫れ・むくみ

＊コーラック
＊ウィズワン
＊サトラックス
＊センナ
＊イチジク浣腸
＊酸化マグネシウム
＊アローゼン
＊プルゼニド
＊ラキソベロン
＊新レシカルボン坐剤
＊グリセリン浣腸

１２． 便秘

＊ブスコパンＡ錠
＊ブスコパンMカプセル
＊ブスコパン

７． 腹痛

＊シグナル下痢止め
＊ビオフェルミン止瀉薬
＊ロペミン
＊タンナルビン

１０． 下痢

＊ドリエル
＊マイスリー
＊セルシン
＊アモバン
＊デパス
＊リーゼ
＊メイラックス

１３． 不眠・イライラ

＊サクロンS
＊太田胃散
＊パンシロンＧ
＊エビオス錠
＊第一三共胃腸薬「細粒」
＊S･M散
＊つくしA･M配合散
＊エクセラーゼ

８． 健胃・総合胃腸薬

＊トラベルミン
＊センパア
＊トラベルミン
＊ナウゼリン
＊プリンペラン

９． 吐き気・乗り物酔い

＊ボラギノールＭ坐剤
＊内服ボラギノールEP
＊ポステリザン（軟膏）
＊サーカネッテン

１４． 痔疾用薬

＊エージーノーズ
＊パブロン点鼻Z
＊ザジテン点鼻液
＊トラマゾリン点鼻液

１５． 鼻づまり

＊市販薬　＊医療薬

禁止物質のストリキニーネを含む胃腸薬や
滋養強壮薬（競技会１週間前から使用しない）

禁止物質の蛋白同化薬を含む
滋養強壮薬や漢方薬（使用しない）

ガロニン（全薬工業）
パンジアス顆粒（第一薬品－白石薬品）
ホミカロート錠（佐藤製薬）
ワクナガ胃腸薬G（湧永製薬）
救胆（島伊兵衛薬品）
金魚胃腸薬（大和合同製薬）
済仁（森本製薬）
新レスク（帥治堂製薬）
赤玉はら薬（大和合同製薬） 
ハンビロン（日本薬品）
マヤ金蛇精（カプセル）（摩耶堂製薬）

ペレウス（協和新薬－協和サンセブン）
グローミン（大東製薬工業）
ミクロゲン･パスタ（啓芳堂製薬）
延寿回生（広貫堂－大和製薬･愛）
オットローヤル（牛津製薬･日邦薬品工業）
オットピン-S（ヴィタリス製薬）
オノック（キクリウ製薬）
外用ホルモン塗布剤オットピン（ヴィタリス製薬）
活力・M（東南製薬）
強力バロネス（日新製薬）
金蛇精（糖衣錠）（摩耶堂製薬）
トノス（大東製薬工業）
プリズマホルモン錠（原沢製薬工業）
プリズマホルモン精（原沢製薬工業）
プリズマホルモン軟膏（原沢製薬工業）
ヘヤーグロン（大東製薬工業）
マヤ金蛇精（カプセル)（摩耶堂製薬）
ダンテルモンＭパスター（原沢製薬工業）

「PLAY TRUE BOOK アスリートガイド」（JADA）、「薬剤師のためのドーピング防止ガイドブック」（日本薬剤師会）
作成：（公財）岡山県体育協会スポーツ医・科学委員会、（一社）岡山県薬剤師会、（公社）岡山県医師会、（一社）岡山県歯科医師会

見つからなければ
良い  0％

良くないが気持ちは
わかる  10％

絶対に許せない  88％

してもかまわない  2％

平成26年度の国体岡山県代表候補選手に聞きました

H26年度かぜ薬・鼻炎の薬 71％

0％

20％

40％

60％

80％

100％
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ドリンク剤 60％

サプリメント 69％

痛み止め薬 58％

喘息の薬

40％痛風の薬・降圧薬

38％

漢方薬 44％

かぜ薬・鼻炎の薬！
競技会の5日前までに
やめましょう。

禁止物質を含むものについての知識（正答率）

下記のものは禁止物質を含む可能性があります。 健康被害をよく知りましょう！

規則違反は厳しく罰せられます禁止物質を含むものには注意！
必ず含有物質を確認しよう。
治療薬は医師・薬剤師に前もって
相談しましょう。

Ｓ０． 無承認物質
Ｓ１． 蛋白同化薬
Ｓ２． ペプチドホルモン、成長因子、関連物質および模倣物質
Ｓ３． β２作用薬
Ｓ４． ホルモン調節薬および代謝調節薬
Ｓ５． 利尿薬および隠蔽薬

〈特定競技で禁止される物質〉
 P1． アルコール
 P2． β遮断薬

【2015年WADA禁止リスト】

ドーピング禁止薬に対する問い合わせ

ド ー ピ ン グ 禁 止 リ ス ト ＊JADAウェブサイト＊
http://www.playtruejapan.org/code/

T U E（ 治 療 使 用 特 例 ）
インスリンなど禁止物質であっても、治療目的であればTUE申請によって使用が認め
られることもあります。しかし、ほとんどの場合認められることはありません。
JADA　http://www.realchampion.jp/download/6

ドーピング しない・させない 岡山県

（一社）岡山県薬剤師会 薬事情報センター　
TEL:086-294-9080
FAX:086-294-9056

（公財）岡山県体育協会　
TEL:086-256-7101
FAX:086-256-7105

＊ドーピング禁止物質情報提供サービス＊

H26年度

喘息の薬！
ステロイド、β２作用薬の使
用には、TUE申請が必要
なものがあります。

62％

脱
水
・
シ
ョ
ッ
ク
死

競技会時及び競技会外検査の全てにおいて

競技会時検査において

〈禁止される物質〉

Ｓ６． 興奮薬
Ｓ７． 麻薬
Ｓ８． カンナビノイド
Ｓ９． 糖質コルチコイド

〈禁止される物質〉

M１． 血液および血液成分の操作
M２． 化学的および物理的操作
M３． 遺伝子ドーピング

〈禁止される方法〉

痛風の薬や
降圧薬！
尿酸排泄促進薬、
利尿薬、及びβ遮断
薬（特定競技で）は
禁止薬です。

H22年度

知らないと答えた選手

62％

58％

筋
肥
大
に
よ
る
骨
折

54％

57％

不
妊
等
長
期
的
影
響

56％

59％

血
管
が
つ
ま
る

54％

45％

幻
覚
・
不
整
脈

49％

51％

死
亡
・
肝
機
能
障
害

46％
33％

異
常
興
奮
・
攻
撃
性

34％

（月～金曜日：9時～17時） （月～金曜日：8時30分～17時15分）

2015年監視プログラムの主な変更点
以下の物質が監視プログラムに追加・削除されました。

•競技会（時）および競技会外：テルミサルタン→追加
•プソイドエフェドリン→削除

ステロイド入り
の坐薬は
使用禁止です

糖質コルチコイドまとめ

TUE申請：経口、経直腸、静脈内、筋肉内

申請・使用の申告不要：関節内、関節周囲、

　　　　　　　　　　腱周囲、硬膜外、皮内注入、吸入

申請不要：皮ふ、耳、目、口腔内、歯肉、肛門周囲

喘息の吸入薬
ステロイドの吸入薬、サルブタモール、サルメテ

ロール、ホルモテロールの吸入薬（アドエア、サルタノール、
シムビコート、セレベント、ベネトリン）は、TUE申請が不要です。

※ホルモテロール（シムビコート）の使用量は
24時間で54μg（12吸入）まで！

1ルールを理解し守る

2いつでも・どこでも
検査に対応

3身体に摂り入れるものに
責任を持つ

4アスリートとしての
自分の立場と責務を伝える

5過去の違反を正直に伝える

6アンチ・ドーピング
捜査に協力

アスリートの　つの役割と責務
スポーツに
参加する
条件として

666


